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マスタープラン『市川ルネッサンス計画』
序
市川まちづくりの基本理念一歴史環境と自然環境を活かした落ち着きと風
　　　　　　　　　　　　　格のあるまちづくりを進めながら，高齢者や
　　　　　　　　　　　　　身傷者そして外国人が暮らしやすいまちにす
　　　　　　　　　　　　　ると共に，アーバンライフを充実させるため
　　　　　　　　　　　　　の都市生活軸を新たに作り，芸術を地場産業
　　　　　　　　　　　　　にした活力ある創造性豊かな市民参加のまち
　　　　　　　　　　　　　づくりを官民一体となって展開する。
市川まちづくりの基本戦略
　5大プロジェクトの推進　（1）歴史再生プロジェクト
　　　　　　　　　　　　（2）水と緑の軸線プロジェクト
　　　　　　　　　　　　（3）芸術都市プロジェクト
　　　　　　　　　　　　（4）アーバンライフ外環道プロジェクト
　　　　　　　　　　　　（5）ウォーターフロント市川二期プロジェクト
　これら5大プロジェクトは，個々に戦略性を持ちながらも他との関連の中
で総合的に実践されなければならない。特に（4）と（5）はそれぞれ国と県の事
業であるが，これらは市域における大規模な開発となるため，市当局と市民
の理解や協力を得なければとても成功するものではない。そのためには（1）
と（2）への市と市民の主体的取り組みが，その大前提となり，試金石となる。
そしてその果実は必ずや（3）の実現を促進するものとなるであろう。
　これらの戦略のどれ一つとして，従来のタテ割り行政では実現できるもの
ではない。これらの戦略を真に実現せしめるのは，市民と国（県）とディベ
ロッパーを結ぶ市の総合的な企画調整力でありそのリーダーシップである。
そのためには現在ある企画部を企画調整局に組織改革し，ここが事務系と技
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術系のバランスのとれた強力な実践部隊になる必要がある。
第一章　歴史再生プロジェクト
　かつて「東の鎌倉」と言われていた市川。しかし，その鎌倉の歴史は800
年，更にまちづくりの先進都市・横浜は140年の歴史しかない。ところがこ
の市川には万葉以来1300年の歴史が埋もれている。これに市内50数ヵ所に点
在する縄文・弥生の遺跡群を加えれば，実に市川の歴史は4000年にもなる。
だが私達はその事実を忘れているのではないだろうか。この「歴史を掘り起
こす」ということを忘れては，主体的なまちづくりなどありえない。それで
は記憶も情緒も持たない単なる無機的なヒトの活動に堕してしまう。今こそ
市川のアイディンティティを確立し，市民が誇りに思える21世紀を見すえた
まちづくりをこの市川に展開する時である。
歴史戦略の具体的展開一現在，歴史をとどめる旧市街を保存再生して行こ
　　　　　　　　　　　うという世界的なまちづくりルネッサンス運動が
　　　　　　　　　　起きている。市川でも歴史保存再生地区整備要綱
　　　　　　　　　　を作り，市内6ヵ所を歴史保存再生地区に指定し，
　　　　　　　　　　歴史景観の保全とその更なる景観創造を図ると共
　　　　　　　　　　　に，これら6ヵ所を体系的にネットワークするこ
　　　　　　　　　　　とによって，市川にいながら生活感を持って縄文
　　　　　　　　　　　・弥生・古代・中世・江戸・近代と歴史を系統的
　　　　　　　　　　　に体験できるようにする。
1．手児奈・真問山・国分・国府台地区　　弥生時代と万葉古代が活きづく
　　　　　　　　　　　　　　　　　地域
　　　　　　　　　　　　　　　　こ　て　な　○万葉の歌聖・山部赤人に歌われた手児奈を市川のシンボルにする
　　＊「手児奈ほおずき市」：夏祭り
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　＊「手児奈祭り」「手児奈女御輿」：秋祭り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つぎはし　＊昭和初期に手児奈堂の入り口にあった「カフェ継橋」を市の助成で
　　復活させる
　＊「手児奈の像」を市川駅前に造る
　＊「てこな文学賞」を設け，国内外から作品を公募する
○下総国分寺・国分尼寺・下総総社：天平文化の体系的復元とその顕彰
　　　　　　　　　　　　　　　　を図る
○県と市指定の竪穴式住居遺跡が残る須和田公園を弥生遺跡公園として
　整備する
2．中山法華経寺地区一中世の歴史が活きづくまちづくり
　　　　　　　　　　　県下唯一の五重塔を持つ中山法華経寺と参道及び
　　　　　　　　　　　その周辺を船橋市とも協力しながら総合的に整備
　　　　　　　　　　　する。特にJ　R下総中山駅から山門にかけての参
　　　　　　　　　　　道を個性的な中世の堂々たる門前町として甦らせ
　　　　　　　　　　　る。
3．堀之内貝塚公園地区一r縄文文化が活きづく地域
　○堀之内貝塚・曽谷貝塚・姥山貝塚（縄文時代の国指定の史跡）の保存，
　　並びに堀之内武士器として全国的にも有名な，市川に色濃く残る縄文
　　文化を現代に甦らせるために市民窯元を設ける
　○歴史博物館，考古博物館の有効利用と活性化をはかる
4．葛飾八幡宮周辺地区一江戸情緒の残るまちづくり
　　　　　　　　　　やぶしらず　○神社と参道及び「不知森」の体系的保全と整備を行ない，全国的に名
　　　の通っていた「八幡の市」を再生させる
5．行徳旧市街地区一風格ある江戸の町並みが残る地域
　　　　　　　　　　　　　　一113一
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　　　　　　　しもうさ　○江戸時代の下総国（千葉県西部地域）で最も発展していた行徳旧市街
　　地区には，往時を忍ばす堂々たる寺社建築群が残っている。これらを
　　総合的に保存し，歴史環境を更に整備すると共に，現在も有力な地場
　　産業として残る御輿製造業を積極的に保護育成して行く。
　○文化年問から残る常夜燈を中心としたエスプラナード（岸辺の遊歩道）
　　の整備と，徳願寺を中心とした寺町通り及び行徳水門に至る親水緑道
　　の整備。
6．黒松市街地区一明治・大正・昭和期の特色ある居住空問を形成してい
　　　　　　　　　る地区
　○明治・大正・昭和を通じて下町の豪商等の別荘地，高級住宅地として
　　発展してきた風流な市川の個性的景観を保全する。その一環として，
　　黒松の保存を目的とした黒松トラスト運動を全市的に行なう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カンくまつしゃく　○黒松市街地区にある幸田露伴，永井荷風，郭沫若など市川に足跡を残
　　した文人墨客の旧宅の保存や復元を積極的に図る。
※以上の歴史保全再生地区以外では，
　明治期から昭和前期における軍都としての市川を正確に記すために，
　「陸軍砲兵旅団駐屯地跡の碑」を国府台公園内に建てる。
第二章　水と緑の軸線プロジェクト
　「水と緑の戦略」は，全国の各自治体で活発に展開されているが，市川は
首都近郊にあってぜいたくとも言える江戸川，真間川，黒松林，下総台地の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あぐら自然林といった天然の水と緑に恵まれてきたために，それに胡座をかきこれ
までその戦略にはほとんど見るべきものがない。せいぜい個別的な対症療法
に留まっている。私達は身の回りで急激に減少して行く緑と，ドブと化して
行く河川に危機感を募らせ，「水と緑の市川」を取りもどすためには，もっ
一114一
　　　　　　　　　　　　　　　　　マスタープラン『市川ルネッサンス計画』
と体系的なネットワークを構築し積極的な戦略を展開して行く必要があると
考える。
機構改革一農地・緑地・山林・公園・河川・海岸など緑に関することを全
　　　　　て包含する緑政局を作る。
○既存のタテ割りの部課を再編成して横断的なヨコ割り組織に作り変え，市
　内の急速に減少している緑やオープンスペースを体系的に確保しながら，
　これら相互のネットワークを図ると共に，更には都市農業や都市漁業も積
　極的に見直し，まちづくりへ取り込んでいくための「水と緑の戦略」を総
　合政策として展開して行く。
戦略の統一テーマ
○利水・治水・親水のバランスをいかに回復するか。
○人間優先の歩行者空間をいかに多く確保していくか。
水の軸線構想
1　江戸川リバーフロントの市民への解放一市民の誇りであり，最も市川
　　　　　　　　　　　　　　　　　　らしい眺望と景観を持つリバ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ーフロントを個人の独占物と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　するのではなく，広く市民に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　解放するために，江戸川堤景
　　　　　　　　　　　　　　　　　　観風致保全要綱を作る。更に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　この実現に向けて江戸川にア
　　　　　　　　　　　　　　　　　　クセスするためのプロムナー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド（遊歩道）を整備する。
①じゅん菜池・パークプロムナード：里見公園脇を通り，ボートのメッカ
　　　　　　　　　　　　　　　　に至る
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　②真問山・ダウンヒルプロムナード：真問山下から坂を上り市内最高の眺
　　　　　　　　　　　　　　　　望に到達
　③真問川堤・チェリープロムナード：桜のトンネルを抜けると江戸川に抱
　　　　　　　　　　　　　　　　かれる
　④市川南・サーファープロムナード：目抜き通りからウインドサーフィン
　　　　　　　　　　　　　　　　のメッカヘ
　⑤大和田・グリーンプロムナード：住宅街を抜け広大な河川敷緑地に至る
※以上のプロムナードの他に，江戸川リバーフロントを市民に解放する方法
　として次の四項目を重点施策とする。
　＊春の恒例「江戸川レガッタ」の復活一里見公園下の河岸に市営艇庫を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　建造する
　＊市川・浦安問に第三セクター方式で水上バス定期便を運行させる
　＊行徳地区の旧江戸川沿いのカミソリ堤防を親水堤防に改良し，水上バス
　の停泊所を造る
　＊江戸川河口周辺部（妙典・高谷・田尻）のスーパー堤防の整備と一体化
　　して市川の新名所となるような新架橋の建設
2　真間川リバーフロントの整備
＊江戸川からメディアパーク・鬼高小に至る5キロ余りに渡る「桜のトン
　ネル」をもう一つの市川シンボルにする。
　＊川の両サイドを自転車と歩行者の専用道とする
　＊現在進行中の治水対策と環境整備の促進を図る
3　大柏川・北方遊水池の整備
＊市民グループ「市川緑の市民フォーラム」案を採用し，治水対策のみな
　らず内陸湿地の復元や野生生物の保護及び農村文化を体験できる生涯教
　育の場として北方遊水池を整備し，レイクフロントにふさわしいまちづ
　くりを進める。
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4．国分川・稲越遊水池の整備
　＊北方遊水池整備に対する市民グループ案をモデルにレイクフロントの
　　まちづくりを進める。
5　じゅん菜池緑地の保全
＊風致地区景観条例による斜面林の保全と水辺の景観保護の強化
＊水脈の確保を条件とする北千葉道路の地下化案検討
○以上の「水の軸線」はそれぞれの個性をはっきり持ちながらも，それらは
　途切れずすべて市川市内で水路としてつながっている。このため「水の軸
　線構想」は常に一体となって捉え，連続性を持った対応が必要である。
緑の軸線構想
　現在ある市川市みどりの保全及び緑化の推進に関する基本要綱は新たな開
発行為にしか適用されないので，これを今あるものにも適用するため，市独
自の風致地区景観条例を制定し，県の条例でカバーできない地区の緑も積極
的に保護育成すると同時に，高層建築物による環境破壊や景観破壊を食い止
める。
　これを実現するためには，これまでの画一的な街作りを進めてきた「土
地の高度利用と建物の不燃化」思想から脱却し，　個性的なまちづくりを推
進する「土地の適正利用と建物の個別評価」思想を取り入れ，欧米諸国で導
入されている都市の成長管理や容積率を下げるダウンゾーニングも検討する
必要がある。
1．緑の縦軸（市川北口・大通り公園構想）
○∫R市川駅北口広場一大通り公園一真聞山通り
一国府台の森一里見公園一小塚山公園
じゅん菜池緑地一
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　　J　R市川駅から北に伸びる松並木の通りを市川の顔になるような「大通
　り公園」にする。その為に現在のバス路線を変更し，北への一方通行の一
　車線だけを中央に残し，壁面線を後退させ両サイドに自転車専用レーンと
　幅の広い緑の遊歩道を造る。
○「真問みち」（真間銀座通り）の完全モール化を推進し，「アイァイ・ロー
　ド」と連続性を持たせ，個性的でハイセンスな商店街の形成と活性化を図
　る。
　現在この通りは，バスが20～30センチ幅ですれ違うような危険なバス路
　線となっているため，幹線道路市川国分線を整備しここにバス路線を振り，
　「真問みち」には自動車の進入を禁止する（仕入れ搬入の指定車のみ時間
　帯を決め許可する）。
2．緑の横軸（グリーンネットワーク構想）
○江戸川堤一真問川堤一千葉街道中央分離帯グリーンベルトー京成線
　の地下化による軌道跡のグリーンベルト　　平田・菅野の黒松林　　葛飾
　八幡宮の森　　中山の森
　　　　　　　　　　　　　　　き3．「いちかわ梨」のブランド化と花卉園芸の振興：農業の地場産業化と生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　産緑地の保護
4．市民農園（クラインガルテン）による緑の創造：子供会農園や町内会農
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　園を通じて生産緑地の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　有効利用を図りながら，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生涯教育やレクリエー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ションの場としての整
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　備を行なう。
5．「行徳海苔」のブランド化と振興
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6．「市川砂洲」の整備保全：かつて黒松林の砂浜であった市川の貴重な原
　　　　　　　　　　　　風景を留める自然幼稚園一帯を整備保全する。
第三章　芸術都市プロジェクト
　芸術は深い歴史環境と美しい自然環境があって初めて生まれる。市川の風
土が過去・現在に渡ってキラ星の如く芸術家達（幸田露伴，北原白秋，郭沫
若，永井荷風，山下清，東山魁夷，井上ひさし，さだまさし，本宮ひろ志等）
を育ててきたことを，私達は誇らしく想い起こすと同時に，また未来に向け
ての更なる芸術活動をこの市川から興すためには，芸術を市川における最大
の地場産業と捉え直すくらいの覚悟を持って，官民一体となった市川ルネッ
サンス運動を展開しようと思う。
1　大門通りを中心に「アート・ビレッジ」を造り，芸術家に居心地の良い
まちづくりをする
＊アーティストを優先して入居させる低家賃の市営住宅「ハウス」を造る
＊小劇場・ライブハウス・アトリエに対し減税・助成措置をとる
＊立地と現在ある設備を有効に活かして，市川公民館を市立市川小劇場と
　して広く解放する
2．市川文化会館の有効利用を図る
　1）プロ劇団のフランチャイズにする
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いちきょう　2）市民オーケストラの草分けとして半世紀の伝統を持つ「市響（市川交
　　響楽団）」のフランチャイズにする
　3）「市響」を市立交響楽団として世界に誇れるオーケストラに育てる
3．相撲部屋の誘致と振興を積極的に行なう一両国に近く江戸情緒を残す
　　　　　　　　　　　　　一119一
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市川だからこそ相撲文化を
育てる条件が整っている
4　メディアパーク（生涯学習センター）の有効利用を促進し市民への解放
を図る
　＊各種イベントを通じ，市内における国際交流の一大拠点にする。
＊教育センターが窓口となり，外国人教師を補助教員（アシスタント）と
　　してではなく専任外国人教師として採用する。
　市内の小・中学校や生涯教育の場で語学教員として活躍してもらう。
5　「アート・ビレッジ」に隣接する市川広小路一帯にアパレル産業を誘致
し「ファッション・タウン」として再開発する。元々市川には日本毛織や
市川毛織等の繊維産業が地場産業としてあり，その伝統を継承発展させる。
6．「市川美術館」 国府神社に隣接する20世紀初頭の洋風建築・鹿島
建設寮を市で買い上げ美術館にリフォームする。
市川在住又は所縁の画家の作品を中心に寄贈して
もらう。
7．文学の散歩道「つづれ織の道（Tapestry　Road）」の整備
＊柴又帝釈天一矢切りの渡し一野菊の墓一里見公園一江戸川堤一
　一真間山弘法寺一手児奈霊堂一大門通り一J　R市川駅北口広場
　　（手児奈の像〉
　○この客導線を整備することにより「エコウォーキング都市・市川」を
　　ハイカーのメッカにする
8　「市川文学館」を里見公園内にある北原白秋ゆかりの「紫煙草舎」をリ
フォームして造る
　　　　　　　　　　　　　　一120一
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9．江戸川河川敷の土手を利用して野外音楽堂を建設する
10　四季折々に芸術都市・市川から国の内外に向けて各種のコンテストで創
　造的発信をすると共に，市川に眠れる「芸術家おこし」を図る
　＊参加は国籍・プロ・アマを問わずオープン形式
　＊各実行委員会は市川在住又は市川に所縁ある芸術家及びその関係者によ
　　り運営される
　　◆春の「イチカワ・コレクション」一ファッション界の新人登竜門
　　◆夏の「市川音楽祭」一伝統の「市川ジャズ祭」，ユニークな「弘法
　　　　　　　　　　　　　寺ジャズ説法」とも連係し，クラシック・ジ
　　　　　　　　　　　　　　ャズ・ロック各部門のグランプリ入選曲を発
　　　　　　　　　　　　　表する。
　　　　　　　　　　　　　　「市響」の定期演奏会を併せて行なう。
　　　　　「市川演劇祭」一グランプリ，入選作を発表
　　◆秋の「l　C　H　l展」　　油彩・水彩・彫刻・デザイン・コンピュータ
　　　　　　　　　　　　　　グラフィック・書道の各部門の入選作を発表
　　◆冬の「てこな文学賞」　　小説・ノンフィクション・評論・詩・俳句
　　　　　　　　　　　　　　・短歌の各部門の受賞作を市内外の月刊誌に
　　　　　　　　　　　　　発表
11．「都市美」啓発運動の推進
　＊「市川百景」を市民による投票で選んでもらう
　＊「都市美シンポジウム」の開催
　＊各自治会や商店街で自主的ルール「デザイン・コード」を造り，カンバ
　　ンや外装デザインを規制・誘導することにょり，まちに個性と統一性を
　　持たせる。
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第四章　アーバンライフ外環道プロジェクト
　「歴史環境」と「自然環境」を守り育てながら，新しい「創造的な開発」
をどう調和させるか。これが最大の課題である。ヨーロッパでは，この解決
のために，古い町の外側に新しい町をつくる「分離共生」が行なわれている6
1．市川の現状分析一
　1）市川の唯一の地場産業が現在「不動産・建設業」になっている。それ
　　自体の存在は否定しないが，それらは残念ながら，「芸術」とは掛け
　　離れ，何らまちづくりのガイドラインも持たずに，いたずらにミニ開
　　発や乱開発を繰り返し，著しく自然環境と歴史環境を低下させている。
　2）市川北部地区における道路の未整備。特に南北幹線道路の渋滞激化。
　3〉京成線による南北交通の遮断
　4）治水対策の遅れ
　5）48％という下水道の普及率の低さ（特に市川北部地区）
　6）駅前広場の未整備と放置自転車の増加，並びに自転車専用レーンのな
　　い道路
　7）歩行者に危険な歩道のない道路
2．問題点の検討
　以上の7点を一挙に解決する方法として，市当局は93年6月，市の中心部
を南北に縦断するルートで，東京外郭環状道路の受け入れを表明した。これ
が本当の意味で21世紀の市川のまちづくりにとって整合性を持ち，これら諸
問題を一挙に解決する方法になるのか各項目毎に改めて検討する必要がある。
1）現在不動産・建設業がこの市川で隆盛を極めているのは，都心へ電車で
　20分という市川の持つ利便性と恵まれた自然環境のためである。誰もが
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　住みたいという二一ズがこの市川にはある。だがこのままこの流れを放
　置していたらどうなるか。江戸川河畔に沿って10数階建てのマンション
　　が巨大な堤防のように建ち並び，黒松の林や下総台地の自然林は伐採さ
　　れプロール化が進み，町の中心部ではスラム化が深刻な問題となるだろ
　　う。近年の犯罪発生率の急上昇がそれを物語っている。これに外環道路
　　による黒松市街地の大改造を加えると，「水と緑の文化都市」など昔話
　　　　　　　　りょうじょく　　となり，無残な「陵辱の都市」だけが後に残されることになるだろう。
　　だからといって全ての開発行為を否定するものではない。無秩序な大多
数の市民に利益をもたらさない「不必要な開発」を規制し，これからは
地域の特徴や個性を活かした真に市民にとって「必要な開発」を促進し
　ていかなくてはならない。
＊それは「歴史」と「芸術」が結びついて付加価値を更に高めた市川にふ
　さわしいハイクオリティな開発へ移行することである。それは，決して
　幅員60～超100メートルもの外環道とその周辺地区の大規模な再開発に
　より，優れた自然環境と歴史環境を備え市川の個性を作っている国分・
須和田・平田・菅野地区のいわゆる黒松市街地を，その個性を消し去る
程に改造することであってはならない。
＊市川市による平成3年度スタートの第二次総合5ヵ年計画でも，この黒
松市街地を「歴史的居住ゾーン」と位置づけし，市川らしさを演出する
低層住宅地の形成を目指すと歌っている。外環道は，この市の方針と明
　らかに矛盾している。
＊更に，私達の提案する「歴史再生プロジェクト」及び「水と緑の軸線プ
ロジェクト」とも抵触することになる。
市川にふさわしいハイクオリティな開発
①歴史保存再生地区（真間山・手児奈霊堂・大門通り一帯，葛飾八幡
　　宮一帯，中山法華経寺一帯，行徳旧市街地）の伝統的まちなみ保存
　　や復活のための再開発。
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②市川甫地区等の木造住宅密集地を居住性の高い落ち着いた低層の集
　　合住宅地区に変えるための再開発事業。
③「アート・ビレッジ」及び「ファッション・タウン」の総合開発。
④車椅子の走行可能な「バリアフリー（段差のない）」の家づくり及び
　　まちづくり
⑤シルバーハウジング（60歳以上の単身者世帯又は夫婦世帯を対象と
　　するケア付きの公的賃貸住宅）の増設とシニア住宅推進事業。
⑥芸術都市・市川の玄関としてふさわしい駅前のダウンゾーニングに
　　よる再開発。
　　現在の「市川駅南口再開発計画」では逆に容積率を600％から700％
　　に上げるアップゾーニングが取られており，それを最大限利用した
　　19階建てのオフィスビルの建設計画があるが，現在ビルの供給過剰
　　による賃貸料の価格破壊が起こっていることも考慮に入れ，容積を
　　決めるべきである。更に道路一本隔てて200％の住居地域をひかえ
　　ているため交通・日照・通風・下水・緑地の面で甚大な被害を及ぼ
　　す可能性がある。早急に低層化へ向けて計画変更すべきである。
2）市川北部地区における道路の未整備と渋滞激化は，新たに外環道と四車
　線の一般国道が市の中心部にできることによって単純に解決するもので
　はない。それらは主に埼玉方面や湾岸方面の車を呼び込み通過させて行
　くと同時に，松戸・鎌ケ谷・船橋方面から外環道ヘアクセスしようとす
　る大量の車を市内に呼び込むことになる。サービス道路が両脇に上下一
　車線ずつできるものの，これはいわば引込み線で市川の南北交通にどれ
　だけ効果を持つかは疑問だ。もっと根本的な南北の生活幹線道路の充実
　が急務である。
3）京成線による南北交通の遮断は部分的立体化によってその解消を考えて
　いるようだが，ここでは市川の「緑の軸線構想」を更に推進するために
一125一
深川　保典
　も京成線の地下化を促進し，その軌道の跡地はグリーンベルトにするべ
　きである。
○高架による立ち退き・騒音・日照等の補償を考えると，今日シールド工
　法の発達もあり，地下化の方がコスト的にも安くつく。
4）治水対策の遅れは，外環道の地下空問に地下河川を造ることにより飛躍
　的に解決するが，そのような具体策は現計画では取られていない。
5〉下水道の普及と外環道との関係は全くない。外環道の着工を待ってその
　地下に下水道松戸幹線を埋め込むと確かに経費節約にはなるが，そのよ
　うな関連事業による目先の利益と半永久的将来に渡る大損失を冷静に比
　較考量すべきである。下水道松戸幹線の整備促進は外環道と切り離して，
早急に甫北幹線道・市川国分線の拡幅と併せて行なわなければならない。
6）駅前広場の整備や放置自転車の解決策を，外環道をきっかけに「クルマ
　万能都市・市川」を作ることで求めようとしているのではないか。そう
　ではなく，いかに自転車を市川の主要な交通機関として捉え，まちづく
りに取り込んで行くかという観点が今後必要である。なぜなら市川市内
においては，いかなる場所に住んでいてもそこから半径2キロ以内に鉄
道の駅があるからだ。そこまで市民は通常徒歩か自転車を使う。この事
実を踏まえれば，むしろ「エコサイクル都市・市川」へ向けての具体的
戦略（市営無料駐輪場，自転車条例の強化により旧来からある大規模店
やJ　Rへの駐輪場付置義務の遡及，自転車専用レーンなど）を練らなく
てはならない。
7）歩行者が安心して歩ける高齢化社会に対応した「エコウォーキング都市
　・市川」を全市的に目指していくのならば，その中心部の歩行者空間を
　分断し10キロ余りに渡って市内を貫通する外環道はそれに大矛盾を来た
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している。
3．再検討の要求と再検討案の提唱
私達は以上の点を踏まえ，市当局に現行の「外環道路計画」に対する再
検討を求める。
＊但し大河の流れは塞き止められるものではない。更に国は2010年の供用
　開始を予定しているが，外環道を前提とした「街作り」を考えるなら，
　それまでに今後少なくとも10数年に渡って「まちづくり」はもちろんの
　　　　　　F　こと，「街作り」や生活環境整備もストップし，渋滞の解消は遠のくこ
　とになるだろう。これに強力な反対運動も加わり，仮に完成しても供用
　開始は更に延び時間のコストは莫大なものとなり，将来に多大のしこり
　と市川のコミュニティの分断と崩壊を招きかねない。
＊従って，私達は，外環道路の市の受け入れ決定という既成事実は踏まえ
ながら，そのルートと道路構造の変更を行ない，発展的にこの問題を解
決するための再検討案「アーバンライフ外環道プロジェクト」を提唱す
る。
4．再検討案「アーバンライフ外環道プロジェクト」
私達は千葉県が提唱する「アーバンライフの魅力を創出する都市生活軸」
を造ること自体には反対しない。問題は，現在のルートでは「座敷で馬
を飼う」くらいその立地に難があるということである。
よって，
住宅地域や隣接学校のある地区では外環道の専用部分を完全地下化にす
るなど，道路構造を変え，県道松戸・原木線（市川・松戸有料道路）に
ルートを変更して，市川・松戸・船橋にまたがる都市環境の未整備な市
境地帯を「アーバンライフの魅力を創出する都市生活軸」に改良すべき
である。
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再検討案の個別検討
1）今回の小選挙区制の区割は，単に選挙区の意昧だけではなく．将来の日
　本の各コミュニティの構成単位となっていく可能性を孕んでいる。それ
　は現行の市の境界線を変えるものとなっていくだろう。このような観点
　に立つと，千葉五区である市川市の大部分と千葉六区に編入された大野
　・柏井・大町地区は別個のコミュニティと考える方が自然になってくる。
　そしてこの五区と六区の境界になっているのが市川・松戸有料道路であ
　る。
2）たとえこのような観点に立たなくても，これほどの大幹線道路を市の中
　心部のしかも市川の個性を形成する黒松市街地に持ってきて，コミュニ
　ティを分断するというのは国の事業としても前例がないし，将来もあっ
　てはならない。このような大河にも匹敵するような幹線道路は，常識的
　にも市域やコミュニティの境に造らなくてはならない。この変更ルート
　は松戸・市川・船橋の市境を通り，その意味でもじゅうぶんこの条件を
　満たしている。
3）立ち退き家屋も，外環道が仮に現在の市川・松戸有料道路のルート上に
　全て納まれば，ゼロである。しかし，専用部分の掘割スリット構造と部
　分的地下構造を採用し，併設の一般国道の4車線道路を入れると，現在
　の幅員18メートルを2倍強の40メートル前後に拡幅する必要がある。こ
　れにしてもこの沿道地域は農地や市街化調整区域が多いため，私達の試
　算では現行ルートの1／10という立ち退き規模（約200棟）ですむし，そ
の多くは築年数の浅い住宅が多いため，土地に根付いた強力な反対運動
も起こりにくいという利点がある。適切な代替地を確保することにより，
立ち退きもスムーズに行く可能性が高い。
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4）市議会の外環道特別委員会で「市川・松戸有料道路案」も過去に検討さ
　れたが，これはどうしても市川市だけでこの国家的プロジェクトを無理
　に処理しようとしているため，この案では市川・松戸有料道路のルート
上を通るのはたった3キロ余りに過ぎず，後は曽谷や西船橋地区の住宅
密集地を通るため立ち退き棟数も現行ルート案（1900棟）と変わらなか
ったQ
5）なぜこんな不自然なことになるのか。
　そもそも外環道の現行ルートは，市川市が昭和33年に決めた幅員22メー
　トルの市の都市計画ルート（新田・須和田線）に端を発し，そこに外環
　道という国家プロジェクトを市川市みずからが一石二鳥を狙って誘導し
　たという過去の経緯から生まれている。この浅はかな決断仁よって，市
　は更に拡幅された外環道（一旦は40メートル，そして現在60～100メー
　トル）を自らの首を締めるような形で処理しなければならなくなった。
　この問四半世紀にも及ぶ強力な反対運動があったが，私達はその教訓も
　生かし，これからは，30年以上も続いた「惰性の知恵」による無理な辻
　　　　　　　　　　びほう　褄合わせをしながらの彌縫策ではなく，「方向転換の知恵」を振り絞り
　未来の創造的まちづくりのために，県当局をコーディネーターに据え，
　市川，松戸，船橋の三市に渡る広域行政の中でこの国家的プロジェクト
　を解決する時がきていると考える。
6）この地区は新興の乱開発による宅地化が進んでいるが，これを放置する
　のではなく，新たなコンセプトで都市型の居住性と利便性を追求した再
開発が必要である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おろし7）市川松戸線，市川国分線，本八幡大野線，市川インタ鎌ヶ谷線，木下街
　道の南北幹線道路の全てがこの市川・松戸有料道路（外環変更ルート）
　に接続し，この五路線の拡幅などを含めた重点整備を同時に行なえば，
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市川の南北交通問題が他の都市計画道路とも整合性を持ちながら飛躍的
かつ体系的に解決する。
更にこの外環変更ルートによって，市川市の外縁で都心へ向かう車が散
らされ，国道14号線を初めとする市内の通過交通量が激減する。
8）現行ルートではあまりにも隣接学校や総合病院などが多過ぎる（小学校
　8，中学校3，高校5，総合病院1，老人ホーム1）。特にこのルート
　沿道のJ　R南部ゾーンは喘息児童数が10％を越え，県平均の5倍以上で
　ある。現行ルートはこれに拍車を掛けることになる。これに対して，市
　川・松戸有料ルートは隣接学校や総合病院などが極めて少なく（小学校
　1，高校1，総合病院1），これらの地区での完全地下化による道路構
　造の改善等により環境への影響を最小限に食い止めることができる。
　　　　　　　　　　　み9〉市長・市職員・市民が三位一体となって苦難を乗り越え国家プロジェク
　トの修正に成功した先例（昭和40年代の横浜市の例）を参考にしたい。
　当初建設省案であった高架で旧市街を分断し景観破壊と環境破壊をもた
　らす高速道路（横浜・羽田線）のルートを，大きく東へ迂回させ一部地
　下化に成功した。かつての道路予定地は現在では横浜大通り公園となり
　「緑の軸線」の中心になっている。この成功が横浜のまちづくりのスタ
　ートとなって，「まちづくり先進都市」として今日世界的地位を確立す
　るまでになった。
10）市川・松戸有料道路沿線はひとたび大雨が降れば冠水する地域である。
　　この外環道路の地下空問を利用して地下河川を造り，治水対策をリンク
　　させ沿道の再開発をすることができるという利点がある。
11）この変更ルートは16万人の収容能力を持つ中山競馬場わきを掠め（競馬
　場へのアクセスがスムーズになる），京葉道路と原木インターチェンジ
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　で合流し（専用部分を地下構造にすれば設計上問題ない），その後真問
　川の真上を通り（立ち退き家屋ゼロ），原木橋を通過し，真問川河口で
　湾岸道路と合流する。極めて利点の多い自然なルートである。
12）以上の点を考慮すれば，この再検討案は現道を有効利用することによる
　メリットが極めて多いことがわかる。要約すると，
　①地域分断を回避できる。
　②立ち退き棟数が小規模である。
　③環境破壊を最小限に食い止められる。
　④新たな都市生活軸ができる。
　⑤江戸川と緑地帯を確保した外環道で市川市が囲まれることにより，
　　　将来「グリーンベルト防災空問」ができる。
　⑥「グリーンベルト防災空問」の内側で市川の個性を活かした「歴史
　　　再生プロジェクト」や「水と緑の軸線プロジェクト」の実現が可能
　　　となる。
13）従ってこの再検討案にすれば，現計画の事業費規模（国：約1兆円，市
　　：1500億円）が大幅に縮小できる。更には現計画に反対し，不売同盟を
　結成する路線上の多くの反対派住民に今後何十年にも渡って説得を続け
　て行くための膨大な「時問のコスト」も削減できる。
　このように再検討案は，都市経営の観点からもコスト・パーフォーマ
ンスが極めて優れていることがわかる。
第五章　ウォーターフロント市川二期プロジェクト
東京湾深奥部の市川・船橋沖の1，200ヘクタールに及ぶ浅瀬「三番瀬」を，
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千葉県企業庁が事業主体となり，その2／3にあたる740ヘクタールを埋め立て
る予定にしている。この内，市川市域の470ヘクタールを埋め立てる計画が
「市川二期埋立計画」である。
「三番瀬」とは：水鳥の宝庫であるばかりでなく，ここの魚貝類が赤潮の原
　　　　　　　因となる植物プランクトンを食べたり，排水のリンや窒素
　　　　　　　も海草類が除去してくれるため，東京湾における貴重な天
　　　　　　　然の漢化槽となっている。その浄化能力（1日6万トン以
　　　　　　　上の化学的酸素要求量を処理）は大規模下水処理場にも匹
　　　　　　　敵するといわれている。
　　　　　　　このため世界的に注目され，現在WWF　J（世界自然保護
　　　　　　　基金日本支部）、は知事に計画の全面見直しを要望し，更に
　　　　　　　ラムサール条約の登録地指定へ環境庁長官にも要請してい
　　　　　　　る。
埋め立て計画の目的：下水処理場を含め更なる住宅・商業施設及び新埠頭な
　　　　　　　　　どの港湾施設・公園を作ること。ここに臨海副都心や
　　　　　　　　　幕張新都心にも匹敵するような都市を作ろうという壮
　　　　　　　　　大なものである。
○私達市川市民は庭先でこれから始まろうとする巨大開発に無関心でいるこ
　とはできない。そのため県企業庁の計画案をここで検討しなければならな
　いo
計画案のプラス面
1）ウォーターフロントを市民に解放するために現在のカミソリ堤防を撤去
　し，できるだけ自然を復元した人工海浜に作り変えようとする開発。
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2）鳥類のための緑地や海浜レクリエーション用地及び野外学習用地を設け
　ている。
3）漁港を設けている。
4）広域公園用地を設けている。
計画案のマイナス面
1）都市再開発用地が広すぎる。
　将来予定される黒松市街地にある日本パイプ製造や市川南の市川毛織さ
　らには北越製糸，京葉ガス等の大規模工場の移転には，高谷・原木地区
　の未利用地を計画的に利用することでその大部分を補うことができる。
2）住宅用地が広すぎる。
　外環道の立ち退き家屋のために住宅用地を確保しているが，ルート変更
　によりその8割以上を減らすことができる。
3）新産業創出拠点用地・商業用地・新文化産業用地・国際文化用地の性格
　付けが曖昧で，バブル期の見込みで作った計画を今後バブル崩壊後の企
　業誘致に見込むのは無理がある。
　現在それ等の誘致に困難を来たしている臨海副都心や幕張新都心の教訓
　を生かすべきである。
　更に，これ等二者の中問に位置して市川で同じようなものを計画しても
　整合性が取れないばかりか，巨大なムダを生む恐れがある。
4）県はここに広大な流域下水道終末処理場用地を確保しているが，これは
　既に市の都市計画決定により本行徳に「江戸川左岸流域下水道江戸川第
　一終末処理場」として確保されている。
　市がリーダーシップを持って県と調整すべきである。
5）行徳野鳥保護区との連続性が保たれていない。
　これを保たせるために，緑地帯を海岸部から内陸部へ大きく取り入れ保
　　　　　　　　　　　　　　かん　護区に近づける。またその際，餓水池と淡水池をその中に設ける。
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○バブル絶頂期にできた現計画を，バブル崩壊後の現在，冷静にそのプラス
　とマイナスを比較考量して再検討すべき時に来ている。
私達は以上の点から，現計画のプラス面を尊重し，マイナス面を可能な
限り差し引けば，埋め立て規模を現計画の50％以上削減できるものと考
える。この三番瀬保全との両立を目指す私達の「ウォーターフロント市
川二期プロジェクト」によって，県の提唱する「市川市地先において，
『国際性・文化性豊かな環境都市づくり』を図る」ことも可能となる。
終　　章
　以上五章にわたって『市川ルネッサンス計画』と題するマスタープランを
提言してきた。もとより，まちづくりは評論であってはならない。行動の積
み重ねである。だが，そこには思想に裏付けられた意志と実践を通じての知
恵が必要である。
私達はこれを契機に，英知を結集し，今こそ「人の複権」と「市川の復
活」を求めて，『市川ルネッサンス運動』を展開しようと思う。どんな
過去の経緯よりも，子孫を欺くことのない未来の創造こそが尊いことを
肝に銘じて。
　確かに，既成事実がピラミッドのように積み重なって惰性で動いている組
織やその決定を，途中で変更したり修正するのは並大抵のことではない。
　しかし，希望もある。時代認識が誤っていない以上，丹念に理を説いて，
どんなに小さくともそこに風穴を開け，それを少しずつ広げて行けば必ずや
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時代の追い風が吹いてくる。常に歴史はそのようにして新たなステージを切
り開いてきた。
　おかみ　御上はあっても「パブリック（公共）の思想」がない日本。それは真の意
味で地方自治が育っていないことに原因がある。自分のまちは自分達で治め
るという気概こそ，「パブリックの思想」である。
　外環道計画に対する市の原案も未完成で，「受け入れ」以外何ら決定され
ていない現在だからこそ，市民によるマズタープランをこうして提出する意
昧がある。それはまた，市川市内における「55年体制」の膠着状態を突き破
る，新たな可能性へ導く運動でもある。
　これまでの高度成長・バブル理論という「惰性の知恵」から，歴史と自然
との共生を目指す成熟理論へ，思い切り「発想転換の知恵」を振り向け，大
きく舵を切る時がきている。
最後　に
　今日，企業経営が供給者主導ではなく徹底した消費者主導でなければ生き
残れないのと同様に，自治体経営も補助金は削減され財政規模も縮小する中
で，国家主導ではなく市民主導でなければ早晩破綻するだろう。自治体も一
個の経営体である以上，自らが主体性を持ち果敢にビジョンや経営方針を打
ち出さなければ，地方分権はもちろんのこと，市民と一体になったまちづく
りは永遠に出来ない。
　市に対して一層の奮起を求めるものである。
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最　後　に
　今日，企業経営が供給者主導ではなく徹底した消費者主導でなければ生き
残れないのと同様に，自治体経営も補助金は削減され財政規模も縮小する中
においては，国家主導ではなく市民主導でなければ早晩破綻するだろう。自
治体も一個の経営体である以上，自らが主体性を持ち果敢にビジョンや経営
方針を打ち出さなければ，分権はもちろんのこと，市民と一体になったまち
づくりは永遠に出来ない。市に対して一層の奮起を求めるものである。
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